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１．２００９年３月期 第３四半期決算業績ハイライト

業績及び損益状況

連結営業収益、営業利益は、前年度実績に対して『増収増益』。

経常利益及び四半期純利益についても 前年度実績に対して『増益』

②2008年3月期①2009年3月期 対前期 ①－②

（単位:百万円）

経常利益及び四半期純利益についても、前年度実績に対して『増益』。

② 年 月期

第３四半期決算

85,988

67 932

① 年 月期

第３四半期決算

104,063

77 788

営 業 収 益

区 分

営 業 費 用

増減額 増減率

18,075

9 855

21.0%

14 5%

18,055

67,932

1,951

26,275

77,788

1,816

営 業 利 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

8,219

9,855

△134

45.5%

14.5%

△6.9%

16,082

3,923

740

22,032

6,058

2 082

経 常 利 益

特 別 利 益

営 業 外 費 用

5,950

2,134

1,341

37.0%

54.4%

１81.0%

9 279

740

1,024

6,519

12 458

2,082

2,883

8,773

四 半 期 純 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

法 人 税 等

3 178

1,858

2,253

34 3%

181.5%

34.6%
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9,27912,458四 半 期 純 利 益 3,178 34.3%
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２．セグメント情報（営業収益・営業利益）

不動産賃貸事業は 「ﾕ ﾃﾞｨ ｴ ｸｽ特定目的会社」の連結子会社化や新規物件の賃料収入及び既存物件の賃料更改等による収益増により

営業利益率営業収益

不動産賃貸事業は、 「ﾕｰﾃ ｨｰｴｯｸｽ特定目的会社」の連結子会社化や新規物件の賃料収入及び既存物件の賃料更改等による収益増により、

増収(+73億円)・増益(+74億円）。

分譲事業については、分譲マンションの引渡増等により、増収(+78億円)・増益(+7億円) 。

営業利益率営業収益

2007/12 2008/12 

29.3% 36.3%不動産賃貸

（単位：百万円）

＋18 075 (21 0%）
+7.0

営業利益

6.2% 7.8%+1.6分譲

7.2% 8.9%＋1.7その他

21.0% 25.2%計 +4.2

＋3,681（39.5%）

＋18,075 (21.0%）

85 988

104,063

＋7 356（10 9%）

＋7,813（64.4%）
その他
12,998

営業利益

分譲

85,988

26,275
＋478(71.1%)

8,219(45.5%）
（単位：百万円）

＋799(105 7%）

その他
9,316

その他 1,152

分譲
19,947

＋7,356（10.9%）

12,134

不動産賃貸
不動産賃貸

74 657

分譲 756

18,055 ＋7,408（37.6%）

＋799(105.7%）

その他 673
分譲
1,556

不動産賃貸
67.300

74,657

不動産賃貸
19,686

不動産賃貸
27,095
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（注）内訳のセグメント数値は消去前

2007/12 2008/12 2007/12 2008/12



３．Ｂ／Ｓ （総資産・投資）

総資産は、9,430億円となり、前期末比で427億円の増加。主な要因は、たな卸資産の増加(＋190億円) 、土地の増加（＋380億円）等。

投資額の主な内訳は、「トレードピア淀屋橋」の取得、「千代田区内神田プロジェクト」等。

総資産
（億円）

投資の状況
（億円）

9 430
流動資産

・たな卸資産 1,417

9,430

流動資産

9,003

・たな卸資産 1,226 800

期末
実績

投資額（第３四半期）

減価償却費（第３四半期）

投資額（期末）

減価償却費（期末）

有形・無形
固定資産

・有形固定資産 7,357

建物及び構築物 3 66

有形・無形
固定資産

・有形固定資産 7,093

建物及び構築物 3 691

400

期末
実績

・建物及び構築物 3,566

・土地 3,712

・建物及び構築物 3,691

・土地 3,331 第３四半期
実績

第３四半期
実績

200

投資等
・投資有価証券 154・投資有価証券 146

投資等
第３四半期

実績
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４．Ｂ／Ｓ （負債及び純資産・連結有利子負債）

負債は、7,568億円となり、前期末比で344億円の増加。主な要因は、有利子負債の増加（＋725億円）、営業未払金の減少（△219億円）等。

純資産については、四半期純利益（124億円）及び配当金支払（42億円）等により前期末比で82億円の増加。

連結有利子負債は、5,244億円となり、前期末比で725億円の増加。ネットＤ／Ｅレシオは2.74倍。

連結有利子負債の状況負債及び純資産

9,430

（億円） （億円）

ﾈｯﾄＤ/Ｅﾚｼｵ9,003

4,518
5,244

9,430

流動負債 ・支払手形及び営業未払金
61

・有利子負債(短期） 946
・支払手形及び営業未払金

281
・有利子負債(短期） 668

9,003
流動負債

2.32倍

2.44倍
2.74倍

2,930

固定負債

・有利子負債(長期） 4,298

・受入敷金保証金 1,031

固定負債

・有利子負債(長期） 3,850

・受入敷金保証金 1,087

（注1）短期借入金には 「 ﾏ ｼ ﾙ ﾟ ﾟ を含む （注2）社債には「1年内償還予定の社債 を含む

純資産

・株主資本 1,444
・少数株主持分 416

純資産

・株主資本 1,362
・少数株主持分 415
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（注1）短期借入金には、「ｺﾏｰｼｬﾙ･ﾍ ｰﾊ ｰ」を含む。 （注2）社債には「1年内償還予定の社債」を含む。

（注3）ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ=(有利子負債-現金及び現金同等物-預け入れ期間が3ヶ月を超える定期預金)/純資産



５．キャッシュ・フローの状況

（億円）

減価償却費 仕入債務の増減額

営業ＣＦ △１６９億円 投資ＣＦ △５３３億円 ＦＣＦ 財務ＣＦ ６６９億円期首 期末

600

たな卸資産の増減額
193

税金等調整前

四半期純利益

配当金の支払

△219

400

200

現預金

期首残高

法人税等の支払額

有形固定資産の

取得による支出

212

△131
現預金

配当金の支払

△42

△13

その他△181

その他

期首残高

151億円
△131

FＣＦ

借入金等の増減額

期末残高

116億円0 △42

△200

△400

FＣＦ

△703億円 725
△563

△400

△600
その他
29
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その他



６．空室率の状況

11.1 

10 0

12.0 (％)

都心５区

（三鬼商事データ）

都心５区

8.4 

8.5 
8.0 

10.0 
（当社空室率）

全 国

（市場空室率）

全 国

（当社空室率）

4 2
4.3 

6.0 

3 4

4.7 4.2 

3 1
3.2 

4.0 

3.4 3.1 

0 0

2.0 

※１ 当社空室率の算出は、従来、翌月１日現在であったものを06.3より当月末に変更。

※２ 07.03より連結ベースに変更。

※３ 08.09の空室率の上昇は、グランパークタワー（東京都港区）の大口テナント退去による影響であり、空室となった面積のうち既に契約済の面積を考慮すると、都心５区（当社空室率）の
空室率 全 社空室率 空室率

0.0 
03.4 03.7 03.10 04.1 04.4 04.7 04.10 05.1 05.4 05.7 05.10 06.1 06.3 06.6 06.9 06.12 07.03 07.06 07.09 07.12 08.03 08.06 08.09 08.12
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空室率は１．６％、全国（当社空室率）の空室率は２．３％。

6

※４ 全国の市場空室率は、三鬼商事発表の東京、横浜、大阪、名古屋、福岡、仙台、札幌の空室率の単純平均値（当社試算）


